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果たすことを期待している。　平成 25 年度は、一部を除く 19 看護
単位から摂食嚥下に興味のある看護師を選抜して勉強会を開始し
た。その内容は 1, 摂食嚥下の解剖・生理とメカニズム 2, 嚥下評価（ス
クリーニング・フィジカルアセスメント）3, リスク管理（呼吸管理・
栄養管理）4, 間接訓練 5, 直接訓練と食事介助である。リンクナー



























































































人の評価が高かった。また、平成 24 年度より 25 年度、5 月より翌
年 1 月の評価が高かった。このことは継続的な学習の効果と考える。
さらに、新たに担当者になった人の「効果的な質問や方向付けがで
きなかった」「まだまだ勉強不足で難しい」との記載からも、継続
した学習が必要だと言える。
また、平成 25 年度は、「解決は参加者自身にまかせる」の項目のみ
が継続して担当者をした人の評価が低かった。「自分で纏めてしま
う」との記載もあり、これが経験による弊害であるとすれば、傾向
を理解した上で意図的に関わる必要があり、継続的に調査・意識づ
けする。
「役割を遂行できているか」は継続して担当者をした人の評価が高
かったが、経験回数による違いはなかった。看護師経験年数は調査
できていないが、「うまくいかない時にベテランナースに助けても
らう」との記載から、担当者の学びが各部署の看護職の倫理観の育
成に繋がっているとも言え、次年度は全看護職を対象とした調査を
実施する。
